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Ⅰ 研究主題設定の理由

中学校学習指導要領国語における「書くこと」の目標では、第１学年「目的や意図に応じ、

日常生活にかかわることなどについて、構成を考えて的確に書く能力」、第２学年「目的や

意図に応じ、社会生活にかかわることなどについて、構成を工夫して分かりやすく書く能力」、

第３学年「目的や意図に応じ、社会生活にかかわることなどについて、論理の展開を工夫し

て書く能力」を身に付けさせることを挙げている。

各教科等における言語活動の充実を支える基盤となる力の育成は、国語科の大きな役割で

ある。「これからの時代に求められる国語力について」（平成 年２月３日文化審議会答申）

では、「指導の重点は『読む・書く』にある」と述べられている。これは、論理的思考力の

育成は「書く」ことが中心になると考えられることによる。同答申では、「書く力」につい

て、「自分の考えや意見などを正確に伝える論理的な文章を書くことができる」という観点

において、「客観的な根拠や理由に基づいて、自分の考えや意見を書くことができる。」、

「読み手が理解しやすい構成を意識して、文章を書くことができる。」、「事実や根拠など

を明らかにした論理的な文章を書くことができる。」といった目標を挙げている。 
「平成 年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会）の国語

に関する調査（中学校第２学年対象）【結果分析】においては、「集めた材料を、目的や意

図に応じて分類・整理しながら、自分の考えをまとめること」（正答率 ％、無解答率 ％）

とあり、正答率の低さと無解答率の高さが見られる。さらに、「平成 年度全国学力・学習

状況調査」（文部科学省）の国語に関する調査（中学校第３学年対象）報告書において、「資

料の提示を工夫しその理由を具体的に書くこと」（正答率 ％、無解答率 ％）、「文章

の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書くこと」（正答率 ％、無

解答率 ％）が課題のある事項として挙げられている。これらの調査結果から、目的や意

図に応じて根拠を明確にして書く点において課題が見られることが分かる。

また、「書くこと」の指導の場面において、「意見に対する根拠が見つからない」、「意

見と根拠につながりのある文章が書けない」、「自分の思いを主張だけに留まる文章を書く」

といった生徒がいるという実態がある。以上のような生徒に対し、自分の考えや意見に具体

的な説明や具体例を加えたり、根拠となる内容が自分の意見や考えを支えるものであるかを

吟味したりするように指導する必要がある。

相手に伝えるためには、自分の思いや考えをただ繰り返すだけでは伝わらない。自分の考

えや意見を相手に伝え、理解してもらうためには、自分の考えや意見を明確にした上で、そ

れを支える根拠が挙げられていることが必要になる。また、課題について一人で考えるだけ

では、意見が主観的になる可能性があるので、様々な角度から課題について検討し、多様な

視点から課題について考えることで自分の意見の客観性を高める必要がある。

そこで、国語科の授業において「書くこと」を指導する際に、「課題設定や取材」、「構

研究主題

自分の意見や考えを目的や意図に応じて
効果的に伝える力を育成するための指導の工夫
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成」の段階で、他者と意見を交流し、多角的な視点から意見や考えについての根拠を吟味さ

せる。それにより、自分の意見の根拠となる事柄の客観性や妥当性、信頼性が高まり、根拠

を明確にして、自分の意見や考えを相手に効果的に伝えられるようになると考えた。

これらのことを踏まえ、本研究では、「書くこと」の指導に焦点を当て、研究主題を「自

分の意見や考えを目的や意図に応じて効果的に伝える力を育成するための指導の工夫」とし、

研究を行うこととした。

 
Ⅱ 研究の仮説

本研究では、「課題設定や取材」、「構成」の段階で意見を視覚化、整理することで、自

分の考えを広げたり、深めたりすることができ、それにより根拠を明確にし、自分の意見や

考えを効果的に相手に伝える力を育成できるのではないかと考える。そこで、次に挙げる研

究の仮説を設定し、検証授業を行っていくこととする。 
 
 
 

 

Ⅲ 研究の方法

１ 基礎研究

事前授業

本研究をすすめるに当たり、まず、生徒が書いた文章を分析し、「書くこと」についての

課題を明らかにすることとした。その結果、説得力が十分でない文章は、意見と根拠が対応

していない、根拠に妥当性がない、構成が不十分で、論理に飛躍が見られる等傾向があるこ

とが分かった。このことは、自分の意見を支える根拠として何を書くべきかが明確になって

おらず、自分の意見を十分に深めたり、読み手を意識したりすることがなく、ただ思いつく

ままに書いていることによるものであると考えられる。

調査研究

「平成 年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会）の国語

に関する調査（中学校第２学年対象）、「平成 年度全国学力・学習調査」（文部科学省）

の国語に関する調査（中学校第３学年対象）等を参考にして、東京都の中学生の国語の能力

を分析する。全国学力・学習調査の過去３年間のＢ問題における記述式問題の結果からも、

「根拠を明確にして書く」ことが引き続きの課題となっていることが分かる。

「書くこと」の学習において、「課題設定や取材」、「構成」の際に、他者と意見を交

流し、意見や考えについての根拠を多角的な視点から吟味することで、根拠を明確にして、

自分の意見や考えを目的や意図に応じて効果的に表現できる力を身に付けることができる

だろう。 
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全国学力・学習状況調査（文部科学省）

【中学国語】Ｂ問題における記述式問題の結果

出題の趣旨 正答率 無解答率

平成 年度

文章の内容について、根拠を明確にして自分

の考えを書く
％ ％

漢字の特徴を捉えて、自分の考えを具体的に

書く
％ ％

平成 年度

文章の構成や表現の仕方などについて根拠を

明確にして自分の考えを書く
％ ％

落語に表れているものの見方や考え方につい

て根拠を明確にして自分の考えを書く
％ ％

平成 年度

資料の提示の仕方を工夫し、その理由を具体

的に書く
％ ％

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確

にして自分の考えを書く
％ ％

研究の視点

事前授業と調査研究を踏まえ、中学校学習指導要領解説（国語編）等を参考にし、本研究

における「身に付けさせたい力」及び各学年における「根拠となるものの例」を以下のよう

に示す。

学年 身に付けさせたい力 根拠となるものの例

１
自分の考えや気持ちの根拠を明確にし

て書く能力

複数の実例や専門的な立場からの知

見など

２
立場を決め、自分の考えや意見の根拠

となる事実や事柄を具体的に書く能力
事実や事柄の具体的な説明や具体例

３
自分の考えや意見を裏付ける事実を根

拠として書く能力
客観性や信頼性の高い資料

本研究においては、中学校学習指導要領解説（国語編）の「書くこと」の指導事項に合わ

せて、次の視点をもって研究を行う。

① 課題設定の工夫

課題を設定する際、多様な意見が想定できるものを設定する。また、根拠の妥当性を吟

味する際には、自身の経験が手掛かりとなるので、それぞれの発達段階において、自身の

経験と照らして考えることができるようなものを設定することとする。

② グループによる意見の視覚化、整理

実際に「記述」を行う前の、「課題設定や取材」、「構成」の段階で、グループによる

話合いを行うことで、テーマに対する自分の考えを広げ、深めることができると考える。
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小グループでテーマについて意見を出し合わせることで、一人では気付くことができな

かった視点に気付き、意見を広げさせることができる。その過程で、グループで出された

意見を付箋や図表を使って整理する作業を取り入れることで、自分の意見と他の生徒の意

見を視覚化することができる。また、似た意見や反対の意見を踏まえながら見ることによ

り、それぞれの意見の客観性や妥当性、それぞれの意見の関係を考えることができる。さ

らに、そのような作業を通して、出された意見を用いながら構成することで、主張と根拠

のつながりをより明確にすることができ、論理的に文章を書くことができると考えた。

このように、自分とは異なる立場からの意見に触れさせることや、複数の視点で意見や

その根拠の妥当性、客観性を吟味することを通して、根拠を明確にさせ、自分の意見や考

えを相手に効果的に伝える力を育成できる。

この活動は「推敲」後の「交流」とは違い、課題に対する自分の視点を明確にすること

を目的としており、「書くこと」に対して苦手意識のある生徒に対しても有効な取組であ

ると考える。

③ 評価

評価の観点を示してから、「記述」させ、その評価の観点を基に「推敲」させることで、

明確な目標をもって、文章を書かせ、それを自己評価させることができる。また、同じ観

点を基に「交流」させることで、自分が書いた文章と他者が書いた文章とを比較し、自分

の文章の優れている点と課題をそれぞれ意識させることができ、今後の「書くこと」の学

習により多くを生かせると考える。

２ 授業検討・検証授業

単元の学習において、以下のような学習活動を工夫することで、目的や意図に応じて効果

的に伝えられる力の育成を図る。

① 課題に対し、自分の経験と照らして、多様な視点から考える学習活動

② グループで意見を視覚化、整理する学習活動

③ 評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

このような単元を学年ごとに設定し、授業を行った後、ワークシート等に生徒が記述した

内容などを基に、成果と課題を考察することによって仮説を検証する。
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Ⅳ 研究の内容

＜指導事例１：第１学年＞

自分の考えや気持ちの根拠を明確にして書く能力を育成する指導

１ 単元名 自分の中学校のよいところを紹介する意見文を書こう  
～他者と意見を交流させて、意見を広げる～  

２ 単元の目標

課題に対する自分の立場や考えを定め、根拠を明確にし、自分の意見や考えが効果的

に伝わるように工夫して書く。  
書く前の「課題設定や取材」、「構成」の段階で、他者と意見を視覚化、整理したり、

書いた後の段階で、交流活動を行ったりすることで、意見の根拠や文章を互いに評価し

合い、表現をよりよいものに高め、ものの見方や考え方を深める。  
３ 評価規準

【国語への関心・意欲・態度】  
・課題に対する自分の意見を効果的に伝えるための言葉の工夫について考えようとし

ている。 
【書く能力】 
・課題に対する自分の立場や考えを定め、根拠を明確にして書いている。 

【言語についての知識・理解・技能】  
・段落の役割を考えて文章を構成できるような指示語・接続語の使い方を理解してい  
る。 

４ 研究の視点

① 課題設定の工夫

・現在の中学校第１学年という立場と、昨年までの小学校第６学年の立場という二つ

の視点が取りやすく、相手がどう捉えるかを想像しやすい。

② 意見の視覚化、整理

・自分の考えを記したワークシートに対して意見を記入してもらうことで、他の生徒

がどのように受け止めているかを見ることができる。

・他の生徒からの意見を受け、自分の考えと他者の考えを統合させることで、自分の

考えを整理することができる。

５ 主な学習活動

単元の指導計画（全３時間）

時 ○学習活動 ・指導上の留意点  
第１時 ○根拠を明確にした意見文とはどのよう

なものかを考える。  
・説得力のある文章に必要な根拠

とは何かについて理解させる。  
第２時 ○他の人の意見を視覚化、整理し、考え

を広げる。 
・意見を支える根拠が客観的なも

のになるように指導する。 
第３時 ○根拠を明確にしながら、自分の意見が

伝わるように工夫して意見文を書く。  
○〈交流活動〉意見文を読み合い、根拠

が明確かどうかを伝え合う。 

・意見文を書く上で、誰に向けて

何のために書くのかという意識

をもたせる。 
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指導の展開例

第１時

① 本時の目標 
意見文について理解するとともに、今後の学習の見通しをもつ。  

② 本時の学習 
学習活動 指導上の留意点 ○評価規準〔評価方法〕 

○学習の見通しをもつ。 
 
 
 
○本時のねらいを知る。 
 
 
○根拠が明確にされていない意

見文の例を読んで、不十分な

ところを見付ける。 
○意見と根拠が合っていない意

見文の例を読んで、不十分な

ところを見付ける。 
○根拠が明確な意見文の例を読

んで、説得力のある文章に必

要な根拠とは何かについて考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
○次回から取り組む意見文の課

題を把握する。 
○課題として考えられることに

ついてノートに下書きをする。 

・本単元では、「根拠を明

確にして意見文を書く」

学習を行うことや全体の

流れについて伝える。  
・根拠を明確にした意見文

とはどのようなものかを

考えさせる。 
・例文は意見に対する説明

が不十分なことを理解さ

せる。 
・例文は意見と根拠につな

がりがないことを理解さ

せる。 
・根拠という言葉の意味を

理解させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・課題を提示し、読み手が

誰なのか、読み手が知り

たいことは何なのかにつ

いて整理させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○根拠を明確にするた

めにどのような言葉

の工夫があるかを考

えている。〔授業観

察〕 
【関心・意欲・態度】

○読み手に効果的に伝

えるための方法につ

いて考えている。〔授

業観察〕 
【関心・意欲・態度】  
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第２時

① 本時の目標 
課題に対する意見の根拠について、交流活動を通して吟味する。  

② 本時の学習 
学習活動 指導上の留意点 ○評価規準〔評価方法〕 

○本時のねらいを知る。 
○前時を踏まえ、根拠を明確に

した説得力のある文章とは何

かを確認する。 
○課題に対する自分の意見を書

き出す。 
 
 
 
○グループで、付箋を使って、各

自が考えたことを出し合う。 
○グループで出た意見を分類

し、視覚化、整理する。 
 
○それぞれ出た意見に対する根

拠を考え、付箋に書いていく。 
 
○それぞれの意見に対する根拠

が、課題に対する内容として

ふさわしいかどうかをグルー

プで吟味する。 
○視覚化、整理して出てきた観

点を学級で共有し、次回の清

書のための下書きをする。 

 
・前時を想起させ、根拠の

意味を確認させる。 
 
 
 
 
 
 
・付箋には、キーワードを

書くように指導する。 
・課題を考える上での観点

を理解させる。 
 
・意見を書いた付箋の色と

は異なる色の付箋を使っ

て書くように指示する。 
・意見を支える根拠が客観

的なものになるように具

体例を挙げて指導する。 
 
・自分の意見、グループで

出された意見、学級で共

有した意見を踏まえて書

くように指示する。 

 
 
 
 
○自分や他の人の出し

た意見に対する客観

的な根拠を書いてい

る。〔ワークシート〕 
【書く能力】 
○互いに効果的な表現

ができるよう考えを

出し合っている。〔ワ

ークシート〕 
【関心・意欲・態度】  
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第２時
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書のための下書きをする。 

 
・前時を想起させ、根拠の

意味を確認させる。 
 
 
 
 
 
 
・付箋には、キーワードを

書くように指導する。 
・課題を考える上での観点

を理解させる。 
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出された意見、学級で共
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第３時

① 本時の目標 
課題に対する意見文を書き、書かれた意見文を互いに読み合う。  

② 本時の学習 
学習活動 指導上の留意点 ○評価規準〔評価方法〕 

○本時のねらいを知る。 
 
○課題に対する意見文を書く。 
 
 
○他の人の書いた意見文を、互

いに読み合い、気付いたこと

など意見をワークシートのコ

メント欄に書き込む。  
 
 
 
○この単元の学習全体を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
○本単元で学習できたことを自

分の言葉で書く。 

 
 
・意見文を書く上で、誰に向

けて何のために書くのか

という意識をもたせる。 
・他者が書いた文章につい

て、意見の根拠が客観的

かどうかについて記入す

るように指導する。 
 
 
 
・意見に対する説明が不十

分な例文や意見と根拠に

つながりがない例文のこ

とを思い出させて、根拠

を明確にした意見文とは

どのようなものかを考え

させる。 
 
・次の意見文を書く機会に

つながるような内容を書

くように指示する。 

○意見を効果的に伝え

る表現について考え

ている。〔授業観察〕 
【関心・意欲・態度】  
 
○意見を支える根拠が

客観的なものになっ

ている。 
〔ワークシート〕 
【書く能力】 
 
 
○指示語や接続語等の

役割を理解してい

る。〔ワークシート〕 
【言語についての知

識・理解・技能】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 10 -

- 10 - 
 

【ワークシート記入例】 
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【ワークシート記入例】 
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６ 検証授業の成果と課題

第１学年では、課題に対する意見の根拠となる事柄を、他者と交流し、自分の考えを
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「例えばどのようなことか。」という問い掛けをしていくことで、具体的な根拠を引

き出すことができた。  
ウ 評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

  単元の始めに、どのような文章が書けるとよいかの具体的なモデルとなる文章を示

した。そのモデルとなる文章の優れている要素を全体で確認することで、根拠を示す

ことの重要性を意識しながら、「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動をするこ

とができた。 
 

課題

ア 課題に対し、自分の経験と照らして、多様な視点から考える学習活動

今回の課題は、身近な読み手であったので、意見を出しやすかった。ただ、その意
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に立てないことがあった。課題に取り組む前に、生徒自分が、「読み手が知りたいこ

とは何なのか」について考えさせる作業が必要である。  
イ グループで意見を視覚化、整理する学習活動

書かれた内容を分類・整理する時、観点を学級全体で共有することによって、より

客観的な視点で考え、文章を書くことができたと考えらえる。課題に取り組む前に、

物事を考える際に、例えば、安全面、経済面、健康面、環境面といった観点など、全

体で出しておくと、より多角的な意見を出すことができると考えられる。 
ウ 評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

生徒が取り組む課題とは異なるテーマでのモデルとなる文章を全員で確認したが、

生徒自身が取り組む課題は読み手が異なるので、意見が主観的や感情的なものになっ

たり、意見を支える根拠の妥当性が損なわれたりしないよう、「誰に向けて何のため

に書くのか」という意識をもたせた評価の観点を示してから取り組ませる必要がある。 
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＜指導事例２：第２学年＞

他者の考えや客観的な資料を参考にして説得力のある意見文を書く力を育成する指導

１ 単元名 部活動について意見文を書こう ～立場や根拠を明確にして～

２ 単元の目標

部活動に関する記事やデータを読んだり、分析したりしながら課題に対する自分の立

場や考えを定め、自分の意見や考えが効果的に伝わるように工夫して書く。

書いた文章を互いに評価し合うことによって、表現をよりよいものに高め、物の見方

や考え方を深める。

３ 評価規準

【国語への関心・意欲・態度】

・部活動に関する自分の意見を効果的に伝えるための言葉の工夫について考えようと

している。

・意見を効果的に述べるための文章の書き方を知ろうとしている。

【書く能力】

・部活動に関する問題点について自分の主張をまとめ、その根拠となる具体例を探し

ている。

・序論・本論・結論（主張・主張の根拠・主張のまとめ）の構成で意見を書いている。

【言語についての知識・理解・技能】

・意見を効果的に伝えるための要件を理解している。

・「序論・本論・結論」の構成と、「本論」の展開の仕方を理解している。

４ 研究の視点

① 課題設定の工夫

・部活動の活動日数という生徒にとって身近な問題であり、様々な考え方ができる課

題とすることで、自分の考えを発表しやすくする。また、週何日という限られた中

からの選択により、自分と同じような意見に触れ、考えを深めさせることができる。

② 意見の視覚化、整理

・付箋を用いることで、他の生徒の意見を見ることができる。

・書かれた付箋を項目ごとにまとめることで、自分の意見と他の生徒の意見を比較す

ることにより、考えを深めることができる。

５ 主な学習活動

単元の指導計画（全４時間）

時 ○学習活動 ・指導上の留意点

第１時 ○意見文に必要な観点を考える。

○視覚化、整理を通して説得力のある文章につ

いて考えを出し合う。

・意見文とは何か分析を行わ

せ、理解させる。

第２時 ○部活動に関する資料を読んで自分の考えをま

とめ、視覚化、整理を通して自分の意見の根

拠として適切であるものについて、意見や助

言を出し合う。

・部活動という自分に身近な

題材について、説得力のあ

る意見文を書くことを理解

させる。
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時 ○学習活動 ・指導上の留意点

第３時 ○視覚化、整理で学び合ったことを生かしなが

ら、根拠を明確にしながら、自分の意見が伝

わるように工夫し意見文を書く。

・説得力のある文章を書くと

いう観点から、グループ活

動を通して記述の工夫を

考えさせる。

第４時 ○「交流活動」で、他の人の書いた意見文を交

換し、受け取った意見を分類し、自分の書い

た意見文の読者側から見た全体像を見渡し、

学習の振り返りと清書をする。

・よりよい意見文にするた

めの意見となるよう指導

する。

指導の展開

第１時

① 本時の目標

意見文について理解するとともに、今後の学習の見通しをもつ。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○本時のねらいを知る。

○意見文とは何か、学習の見

通しをもつ。

○部活動について日頃から

自分が考えている意見を

百字程度で書き出す。

○小グループで互いに書い

たものを基に、観点を確認

する。

○視覚化、整理で出てきた観

点の一部を学級で共有し、

説得力のある意見文を書

く上で必要な観点をワー

クシートにまとめる。

○説得力のある意見文を書

くための視点を確認して

ワークシートにまとめる。

・意見文を書く上で効果的に

意見を伝えるための要件

を理解させる。

・新聞の投稿、社説、教科用

図書の説明文、評論文など

の実例と感想文の違いを

考えさせる。

・部活動の課題を考えるうえ

での「活動時間」、「休日

の扱い方」などの観点が

〈交流活動〉を通して分析

を行わせ、理解させる。

・どういった視点で観点をまと

めるとよいか理解させる。

・書く上で必要な要素を確認

させる。

・意見文の特徴について理

解し、言葉の工夫につい

て考えようとしている。

〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】
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第２時

① 本時の目標

意見文の根拠資料を集めたり、互いに交流したりしたことを踏まえて、多様な視

点から自分の意見を広げたり深めたりする。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○本時のねらいを知る。

○前時を踏まえ、説得力のある

文章とは何か確認をする。

○新聞記事を基に自分の意見

の根拠となる資料を探す。

○自分の意見と、新聞の投

稿の意見や資料・データ

とを色を分けて付箋に書

き出す。

○小グループで話し合い、付

箋を整理しながら、説得力

のある表現や資料の提示

を考える。

○各自のワークシートの構

成図を作成する。

○振り返りシートへの記入

を行う。

・前時の活動を基に、自分の

意見や考えを効果的に伝

えるための工夫をしなが

ら下書きをできるよう資

料の活用と視覚化、整理を

生かすよう伝える。

・根拠となるものについて板

書し、整理させる。

・自分の意見を補完できる記

事やデータを準備する。

・話合いが円滑に行われるよ

うに考慮する。

・意見の異なる生徒をなるべ

く同じグループにする。

・前時の観点を基に整理させ

る。

・思考を整理させ、第３時

で書くための準備を行わ

せる。

・自分の意見を効果的に伝

えるための言葉の工夫に

ついて考えようとしてい

る。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】

・部活動に関する問題点に

ついて自分の主張をまと

め、その根拠となる具体

例を書いている。〔ワー

クシート〕

【書く能力】
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【書く能力】
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第３時

① 本時の目標

部活動について自分の立場や根拠を明確にした考えをもって、観点を明確にしな

がら自分の意見が相手に効果的に伝わるよう記述を工夫して意見文の下書きを書く。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○本時のねらいを知る。

○意見文の構成を確認する。

○交流活動で学び合ったこ

とを生かしながら、説得力

のある意見文を書くため

の工夫を意識して下書き

をする。

○提示した項目を中心に誤

字脱字も含めて書いた文

章を推敲する。

・前時の活動を基に、自分の

意見を説得力のあるもの

文章にする観点を意識し

て下書きをすることを伝

える。

・必ずしも序論・本論・結論

の構成にせずともよいこ

とを知らせる。

・接続詞の使い方を吟味さ

せる。

・上手く書けない生徒に対し

ては、どの段落にどういっ

た内容を書くとよいかの構

成図を書いたワークシート

を渡し、ワークシートに記

入していくことで文章の流

れができるようにさせる。

・書き出しに工夫、根拠とな

る資料の活用、説得力のあ

る結論、効果的な接続詞の

活用、論の展開にねじれが

ないか、以上の項目を意識

して、推敲をさせる。

・構成や根拠を意識して意

見文を書いている。〔ワ

ークシート〕

【書く能力】

・効果的に伝えるための構

成や表現について理解し

ている。〔ワークシート〕

【言語についての知識・理

解・技能】

・目的や意図に応じて工夫

した文章を書いている。

〔ワークシート〕

【書く能力】
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第４時

① 本時の目標

書かれた意見文をグループで読み合い、説得力のある意見文としての工夫につい

て、意見を述べたり助言をしたりし、出された意見を生かしながら意見文を清書す

る。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○本時のねらいを知る。

○意見文を交換し、互いに読

み合い、他の人が書いた意

見文に対しての自分の意

見をコメント欄に書く。

○受け取った意見を分類し、

自分の書いた意見文の読

者側から見た全体像を見

渡し、清書を完成させる。

○書いた意見文についてど

のような工夫をしたのか、

ワークシートにまとめ学

習の振り返りをする。

・単元のまとめの時間として

意見文を完成させるよう

指導する。

・よりよい意見文にするため

の意見をとなるよう指導

する。

・意見が書けない生徒に対し

て例示を行う。

・論の展開や主張は明確か、

挙がっている根拠や例は

適切かどうかといった視

点で考えるよう指導する。

・記述の工夫と根拠の妥当性

を検証するよう指導する。

・書いた意見文を読み合

い、効果的な表現につい

て知ろうとしている。

［授業観察］

【関心・意欲・態度】

・他の人の表現や根拠の挙

げ方を自分の表現に生

かして文章を推敲して

いる。〔ワークシート〕

【書く能力】

・学んだことを実生活でも

生かしていこうとしてい

る。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】
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・学んだことを実生活でも

生かしていこうとしてい

る。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】
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６ 検証授業の成果と課題

第２学年では、他者の意見、新聞の記事や関連する資料やデータを関連付けて読むこ

とに加えて、自らの体験や知識と比較・関連付けながら意見文を書かせることで、説得

力のある文章の書き方を学び、更には自分の考えをより広げたり深めたりさせた。

成果

ア 課題に対し、自分の経験と照らして、多様な視点から考える学習活動

生徒作品例のように、客観的なデータや資料、異なる立場の意見を根拠として挙げ

ながら、自分の考えを述べられるようになった。これは、第２時で、同じテーマに対

する異なる立場の人の意見やデータの読み取りを行わせ、同じ資料やデータを見ても、

立場が異なれば解釈が異なるという視点をもたせることができたからであると考えら

れる。また、自分の身近で日頃から考えや思いのあるテーマ設定であったこともあり、

活発に意見が出された。さらに、生徒は自分の経験を基にした自分の考えが、客観的

な資料を根拠に挙げることで説得力が増すことを理解できた。

イ グループで意見を視覚化、整理する学習活動

構成を考える以前に、意見の根拠として挙げられることを付箋にメモしたものを、

グループで観点別にまとめたことで、書くための根拠を様々な視点から捉えることが

できるようになった。また、付箋を色別にしたため、個人の経験による意見と、客観

的なデータとの違いが明確になり、どの段落に何を書けばよいか、参考になった生徒

も多く、効果的であったと考えられる。

ウ 評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

各自が書いた下書きを「交流」を通して、互いに評価し合う際に、評価の観点が明

確になっているので、何に注目し、どういう視点で助言をすればよいかが分かりやす

く、どの生徒に対しても有効的であった。

課題

ア 課題に対し、自分の経験と照らして、多様な視点から考える学習活動

自分の体験と客観的なデータ・資料を盛り込んだ作品が多くあったが、相互の関連

やつながりが薄く、根拠を羅列しただけのものもあった。説得力のある文章にするた

めには、根拠として挙げる客観的な資料を吟味して選択する力を付ける必要がある。

イ グループで意見を視覚化、整理する学習活動

視覚化、整理する学習活動のときに、同じ立場や近い考え方の生徒が多いため、意

見が広がらないグループもあった。そのために、交流する際、グループ編成の工夫や

活動時の適切な支援が必要である。

ウ 評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

根拠の妥当性を生徒同士で話し合うとき、評価の観点を示しても、他者の意見を取

り入れず、意見だけを主張する場面や、他者の意見を判断せずにそのまま受け入れる

といった場面も考えられる。そこで、「書くこと」の単元では、特に「読み手」とい

う相手意識をもたせる指導が重要である。
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＜指導事例３：第３学年＞

自分の考えや意見を裏付ける事実を根拠として書く力を育成する指導の例

１ 単元名 説得力のある文章を書こう ～批評文を書く～

２ 単元の目標

取材や分析を通して課題に対する自分の立場や考えを定め、論理展開が明解な文章構

成を工夫して書く。

書いた文章を互いに評価し合うことによって、表現をよりよいものに高め、ものの見

方や考え方を深める。

３ 評価規準

【国語への関心・意欲・態度】

・観察や分析をとおして行った判断を基に、説得力のある批評文を書こうとしている。

【書く能力】

・取材や分析をとおして課題に対する自分の立場や考えを定め、論理展開が明解な文

章構成を工夫して書いている。

・書いた文章を互いに評価し合うことによって、表現をよりよいものに高め、ものの

見方や考え方を深めている。

【言語についての知識・理解・技能】

・観察、分析、判断、評価等の活動をとおして、説得力のある文章における表現方法

について理解している。

４ 研究の視点

① 課題設定の工夫

・生徒の身近にある広告・キャッチコピーを題材にすることで、自分の意見を主体的

に考えることができる。

② 意見の視覚化、整理

・マッピングを行うことで、話し合う内容を可視化させる。

・付箋を用いて助言を色分けさせ、他の生徒の考えを整理し、自分の考えに反映

させる。

５ 主な学習活動

単元の指導計画（全７時間）

時 ○学習活動 ・指導上の留意点

第１時

○単元の課題を把握する。また、批評

文について理解し、今後の見通しを

もつ。

・肯定的評価と否定的評価の両方を加

味するなど、意見文と批評文の違い

について理解させる。

第２時
○課題に対しての自分の立場を定め、

分析の観点を考える。

・観点、分析の切り口について考え、

その時点での自分の考えをまとめさ

せる。

第３時
○第２時で考えた観点を基に、資料を

活用して更に分析を進める。

・図書室、コンピューター室等を活用

し、情報を収集させる。
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＜指導事例３：第３学年＞

自分の考えや意見を裏付ける事実を根拠として書く力を育成する指導の例

１ 単元名 説得力のある文章を書こう ～批評文を書く～

２ 単元の目標

取材や分析を通して課題に対する自分の立場や考えを定め、論理展開が明解な文章構

成を工夫して書く。

書いた文章を互いに評価し合うことによって、表現をよりよいものに高め、ものの見

方や考え方を深める。

３ 評価規準

【国語への関心・意欲・態度】

・観察や分析をとおして行った判断を基に、説得力のある批評文を書こうとしている。

【書く能力】

・取材や分析をとおして課題に対する自分の立場や考えを定め、論理展開が明解な文

章構成を工夫して書いている。

・書いた文章を互いに評価し合うことによって、表現をよりよいものに高め、ものの

見方や考え方を深めている。

【言語についての知識・理解・技能】

・観察、分析、判断、評価等の活動をとおして、説得力のある文章における表現方法

について理解している。

４ 研究の視点

① 課題設定の工夫

・生徒の身近にある広告・キャッチコピーを題材にすることで、自分の意見を主体的

に考えることができる。

② 意見の視覚化、整理

・マッピングを行うことで、話し合う内容を可視化させる。

・付箋を用いて助言を色分けさせ、他の生徒の考えを整理し、自分の考えに反映

させる。

５ 主な学習活動

単元の指導計画（全７時間）

時 ○学習活動 ・指導上の留意点

第１時

○単元の課題を把握する。また、批評

文について理解し、今後の見通しを

もつ。

・肯定的評価と否定的評価の両方を加

味するなど、意見文と批評文の違い

について理解させる。

第２時
○課題に対しての自分の立場を定め、

分析の観点を考える。

・観点、分析の切り口について考え、

その時点での自分の考えをまとめさ

せる。

第３時
○第２時で考えた観点を基に、資料を

活用して更に分析を進める。

・図書室、コンピューター室等を活用

し、情報を収集させる。
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指導の展開（全７時間）

第１時

① 本時の目標

批評文の特徴について理解するとともに、今後の学習活動への見通しをもつ。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○学習の見通しをもつ。

○批評文とは何かについて

理解する。

○分析・観察の進め方につい

て学習する。

○批評文の例を読み、自分の

表現に生かす。

○批評文の課題を発表する。

・意見文を記述した経験を想

起させ、批評文との相違点

について理解させる。

・教科書の分析の方法につい

て紹介する。

・対象について観察し、客観

的評価を根拠とすることを

説明する。

・批評文の特徴について

理解し、自分が書く際

に役立てようとしてい

る。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】

第２時

① 本時の目標

批評文の課題についての自分の考えをもち、観点を設けて自分の考えを整理する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○批評文の課題を把握する。

○課題の対象としてキャッ

チコピーを観察し、批評の

観点を設ける。

○各観点に沿ってキャッチ

コピーについて考えたこ

とを記述する。

・課題設定についての意図を

説明する。

・観点については教科用図書

の例を参考にさせる。

・生徒同士観点の項目を交流

させ、互いに参考にさせる。

・観察や分析を通して、

課題に対する自分の立

場や考えを明確にして

いる。〔ワークシート〕

【書く能力】

時 ○学習活動 ・指導上の留意点

第４時
○分析した結果を基に、キャッチコピー

についての価値を判断し、評価する。

・他者と取材結果や意見を交流し、考

えを広げる。

第５時

○交流した内容を元に、批評文の下書き

を記述する。

・自分の考えや立場、それを支える根

拠を踏まえ、なるべく客観的な記述

になるように指導する。

第６時
○批評文を読み合い、根拠、論理展開・

分析の観点や方法について交流する。

・互いに観点をはっきりさせた上で、

評価をさせる。

第７時
○第６時を基に、根拠を補強して批評文

を清書する。

・論理展開が明解になるように構成を

意識させ、批評文を記述させる。
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第３時

① 本時の目標

前時で整理した考えについて、資料等を基に分析する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○インターネット・図書を参

照しながら、情報を収集

し、判断や評価の根拠を補

強する。

○分析した内容を整理させる。

・観察や分析するときのポイ

ントを確認する。

・信憑
ぴょう

性のある記事内容に着

目させることを指導する。

・自分の立場や考えの根拠

を示した文章を書いて

いる。〔ワークシート〕

【書く能力】

第４時

① 本時の目標

分析の観点などを交流し、課題について再度分析し、再度判断・評価する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○これまでの学習を振り返

り、課題についての自分の

考えを整理する。

○テーマに対するそれぞれ

の観点、意見、客観的な資

料を共有する。

○各観点から見たキャッチ

コピーについて交流し、意

見や考えを述べ合う。

○視覚化、整理によって得ら

れた新たな視点を元に、再

度自分の考えを整理する。

・課題に対しての肯定的評価、

否定的評価の両面から、自

分の考えが観点ごとに述べ

られているか確認をする。

・小グループでの話合いの中

で、思考を可視化して表現

する。

・新たに得られた視点をふま

え、ワークシートに批評文

の構成を整理させる。

・肯定的評価と否定的評

価の両面から考えるこ

とで論理展開を明解に

している。〔ワークシ

ート〕

【書く能力】

・ワークシートの記述を

基に、自分の観点を相

手に伝えようとしてい

る。また、相手の伝え

る内容を聞き、自分の

考えを広げようとして

いる。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】

・批評文の構成を意識し

て、ワークシートに記

述している。〔ワーク

シート〕

【書く能力】

第５時

① 本時の目標

判断と評価を行って下書きし、根拠を補強して説得力のある批評文を書く。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○前時を振り返り、批評文の

下書きを行う。

・肯定的評価、否定的評価の両

面を踏まえ、客観的に考えを

述べるように指導する。

・論理展開が明解な文章

構成を工夫して、批評

文を書いている。〔下

書き〕

【書く能力】
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第３時

① 本時の目標

前時で整理した考えについて、資料等を基に分析する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○インターネット・図書を参

照しながら、情報を収集

し、判断や評価の根拠を補

強する。

○分析した内容を整理させる。

・観察や分析するときのポイ

ントを確認する。

・信憑
ぴょう

性のある記事内容に着

目させることを指導する。

・自分の立場や考えの根拠

を示した文章を書いて

いる。〔ワークシート〕

【書く能力】

第４時

① 本時の目標

分析の観点などを交流し、課題について再度分析し、再度判断・評価する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○これまでの学習を振り返

り、課題についての自分の

考えを整理する。

○テーマに対するそれぞれ

の観点、意見、客観的な資

料を共有する。

○各観点から見たキャッチ

コピーについて交流し、意

見や考えを述べ合う。

○視覚化、整理によって得ら

れた新たな視点を元に、再

度自分の考えを整理する。

・課題に対しての肯定的評価、

否定的評価の両面から、自

分の考えが観点ごとに述べ

られているか確認をする。

・小グループでの話合いの中

で、思考を可視化して表現

する。

・新たに得られた視点をふま

え、ワークシートに批評文

の構成を整理させる。

・肯定的評価と否定的評

価の両面から考えるこ

とで論理展開を明解に

している。〔ワークシ

ート〕

【書く能力】

・ワークシートの記述を

基に、自分の観点を相

手に伝えようとしてい

る。また、相手の伝え

る内容を聞き、自分の

考えを広げようとして

いる。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】

・批評文の構成を意識し

て、ワークシートに記

述している。〔ワーク

シート〕

【書く能力】

第５時

① 本時の目標

判断と評価を行って下書きし、根拠を補強して説得力のある批評文を書く。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○前時を振り返り、批評文の

下書きを行う。

・肯定的評価、否定的評価の両

面を踏まえ、客観的に考えを

述べるように指導する。

・論理展開が明解な文章

構成を工夫して、批評

文を書いている。〔下

書き〕

【書く能力】
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第６時

① 本時の目標

下書きした批評文を読み合って交流する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○批評文の下書きを読み合う。

○小グループに人数を分け

る。（４～５名程度）

○グループの批評文を読み

合う。

○グループで下書きの内容

の相互評価を行う。

○各グループで、批評文を選

定し、グループ外にも共有

をする。

○他の人の批評文の内容や、

他者からの評価を基に、自

分の批評文の改善をする。

○振り返りシートへの記入

内容を発表する。

・事前に小グループ内で共有

できるように準備をして

おく。

・交流が円滑に行われるよう

に考慮する。

・相互評価の観点を整理させる。

・よいところや気付いたとこ

ろに着目し、個人用ワーク

シートに二色のラインを引

かせ、付箋にコメントを記

入する。（よい点を青色、

改善点を赤色等）

・交流をしながら、グループ

用のワークシートに、ライ

ンを引かせ、付箋を貼らせ

る。

・選定した批評文について、

よい点をグループ外の生徒

にも共有させる。

・訪問先のグループの批評文

の参考点をメモに控え、自

分のグループにもち帰る。

・振り返りシートに記入し、

思考の整理をさせ、次回に

つなぐ。

・グループでの交流活動

に参加し、互いの批評

文を改善しようとして

いる。〔授業観察〕

【関心・意欲・態度】

・相互評価を通して、説

得力のある表現方法に

ついて理解している。

〔振り返りシート〕

【言語についての知識・

理解・技能】

・相互評価を通して表現を

よりよいものに高め、も

のの見方や考え方を深

めている。〔授業観察・

振り返りシート〕

【書く能力】

第７時

① 本時の目標

○交流した内容を元に、批評文を清書する。

② 本時の学習

学習活動 指導上の留意点 評価規準〔評価方法〕

○前時で交流した内容を基

に、批評文を清書する。

・振り返りシートの内容に留

意して文章を構成させる。

・根拠、論理展開、客観的評

価、結論が明解に述べられ

ているか工夫させる。

・論理展開が明解な文章

構成になるよう、工夫

して批評文を書いてい

る。〔批評文〕

【書く能力】
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【第６時で使用した交流用ワークシートの記入例】
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【第６時で使用した交流用ワークシートの記入例】
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６ 検証授業の成果と課題

第３学年では、観察や分析をとおして判断し、さらに交流活動をとおして自分の考え

を広げさせる学習活動を行った。

成果

ア 課題に対し、自分の経験を照らして多様な視点から考える学習活動

広告という普段の生活の中にある題材を設定したため、多くの生徒が自分の考えを

述べることができた。また他者の意見を取材しようとする姿勢が多く見られた。

イ グループで意見を視覚化、整理する学習活動

第４時では小グループによる交流を活用してマッピング作業を実施した。生徒は円

滑に話合いすすめることができた。また、本時においては二色の付箋を活用し、意見

を整理させた。このように意見を色分け、分類、整理していくことで他者からの評価

を分かりやすく受け止めさせることができた。

ウ 評価の観点を意識して、「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

第６時で使用した振り返りシートに、「内容に入る前に、『その理由は』などと言

葉を加えると、展開が分かりやすくなることが分かった」という記述が見られた。

このことから、他者の文章表現から自分の記述に生かそうとする姿勢や、他者から

の評価を受けて、改善を図ろうという姿勢が感じられた。

課題

ア 課題に対し、自分の経験を照らして多様な視点から考える学習活動

取材の段階で、一つの問題に特化させようとする生徒が多くいた。そのため、多様

な視点をもたせるための働き掛け、批評の観点の設定の助言が必要である。

イ グループで意見を視覚化、整理する学習活動

付箋を用いて視覚化、整理させる学習活動を効果的に実施するためには、日頃から

グループで意見を視覚化したり、整理したりする活動を積極的に取り入れ、学習者側

が慣れていくことが必要である。

ウ 評価の観点を意識して、「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

導入段階で教師側から明確に改善の視点を示すと、より話し合う内容が具体的にな

った。導入段階で、文章の流れが分かりにくいものや、論理に一貫性がないもの等を

というものをよくない例として提示したが、よい例を具体的に示すような工夫を行っ

て話合いを進めさせることも考えられる。
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Ⅴ 研究のまとめ

１ 研究の成果

課題に対し、自身の経験と照らして、多様な視点から考える学習活動

身近な話題をテーマに設定することで、意見文を書くことに苦手意識をもっている生

徒も、自身の経験に基づいた意見や根拠を挙げることができた。

グループで意見を視覚化、整理する学習活動

生徒が自分の意見を付箋に書き出すことで、グループまたは学級全体で出された意見

を共有することができた。また、複数の色の付箋を活用することは、意見の分類、整理

の手掛かりとして有効であった。さらに意見を支える根拠を考える際、「例えばどのよ

うなものがあるか」と具体例を確認することで、より具体的な根拠を引き出すことがで

き、意見を円滑に整理することができた。

評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

単元の初めに、目標となる文章の具体的な例文を示し、その例文の優れている点を生

徒と共に確認することで、根拠を示すことの重要性を意識した「記述」、「推敲」、「交

流」ができた。また、評価の観点が、「記述」に必要な視点であるため、生徒も到達点

が把握しやすく、見通しをもって学習に取り組むことができた。さらに、他者の文章を

読み、交流することで、他者の文章表現から自分の記述に生かそうとしたり、他者から

の評価を受け、改善を図ろうとしたりする姿勢が見られた。

２ 研究の課題

課題に対し、自身の経験と照らして、多様な視点から考える学習活動

生徒にとって身近な話題でテーマを設定したため、多くの生徒が自分の考えをもつこ

とができた。今後は、身近な事柄だけでなく、あらゆる事象に対して自分の考えをもて

るようにならなくてはならない。そこで、課題設定を段階的に向上させていくことが必

要である。

グループで意見を視覚化、整理する学習活動

グループで意見を視覚化、整理する学習活動を行う際、他の生徒の意見に対して自分

の考えを述べることや付箋を用いた活動などにおいては継続して行い慣れていく必要が

ある。

自分の意見を述べることができるようになるために、普段の授業からグループでの活

動を取り入れて、他の人の話を聞くこと及び自分の意見を伝えることができるよう機会

を増やしていくことが必要である。

評価の観点を意識して「記述」、「推敲」、「交流」する学習活動

伝えたいことを決めた後、伝える相手を意識しなければ、説得力を高めることも、評

価することも難しくなる。そのため、指導の際には、読み手を意識し、「誰に向けて、

何のために書くのか」を意識した評価の観点を示してから取り組ませる必要がある。
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